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実  施  要  項  

 

１．主 催 埼玉県バドミントン協会 

２．主 管 埼玉県私立高等学校バドミントン連盟 

３．後 援 埼玉県私立中学高等学校協会 

４．期 日 令和５年１２月２７日（水）・２８日（木）・２９日（金）  8時 30分開場 

 【１２月２７日（水）  準備終了後、開会式（開始通告・諸注意のみ） 競技開始 9時 30分 

 団体戦Ａ・Ｂ 決勝戦まで 複 B・C】 

 【１２月２８日（木）  複・単 A.B.C 】 

 【１２月２９日（金）  単 ABC 決勝まで 団体戦 C  表彰式 閉会式 １６時を予定】 

５．会 場   ２７日（水） 彩の国くまがやドーム（男子）【℡ ０４８－５２６－２００４】 

               行田市総合体育館  （女子）【℡ ０４８－５５３－３３７７】 

        ２８日（木） 彩の国くまがやドーム（男子）【℡ ０４８－５２６－２００４】 

               行田市総合体育館  （女子）【℡ ０４８－５５３－３３７７】 

        ２９日（金） 彩の国くまがやドーム    【℡ ０４８－５２６－２００４】 

６．種 目 団体戦（男女 Ａ…各学校対抗  Ｂ…準レギュラーによる対抗戦  Ｃ･･･交流戦 ） 

      個人戦（男女 各シングルス Ａブロック．Ｂブロック．Ｃブロック） 

         （男女 各ダブルス  Ａブロック．Ｂブロック．Ｃブロック） 

（昨年度及び本年度、県大会出場資格を持つ選手は、Ｂ、Ｃブロックに出場できないが、Ｂ・ＣランクのものがＡに

出場することはできる。） 

（Ｃブロックは、1年生のみで、中学の部活、小学校または中学校でジュニアチームに所属していた生徒は出場でき 

ない）(ダブルスは両者とも資格を有すること）ダブルスは、大会当日の変更を最小限度認める。 

７．競技規則 （１）令和５年度（公財）日本バドミントン協会競技規則並びに同大会運営規程、公認審判員規程 

          による。 

       （２）令和５年度（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用器具並びに第１種検定合格水鳥 

          球を使用する。(使用シャトルは本部より支給する） 

８．競技方法 （１）学校対抗Ａ 

          ①トーナメント戦方式とし、３位決定戦は行わない。 

          ②複２組・単１名で行い、試合順序は複１・単・複２で実施する。なお、単は複と兼ねる 

           ことはできない。 

          ③１対抗戦は、２マッチ先取とする。 

          ④監督・コーチ・マネージャー・選手の変更は大会初日開会式前に本部で受け付けるので、 

書面にて提出してください。（書式自由） 

       （２）学校対抗Ｂ（準レギュラーによる対抗戦、各校１チームとし、Ａに出場せずＢのみの出場は 

認めない。） 

       （３）学校対抗Ｃ（交流戦で１校何チームでも出場可） 

① 最終日の午後に空いたコートを利用した交流戦方式とする。 



試合順序は複１・単・複２で実施し、単は複と兼ねることはできない。 

② １チーム５名から１０名で編成。各校何チームでも参加できるが、兼ねられない。 

③ 最終日の最終種目がコールされてから１５分後に打ち切る。 

④ オーダーは、対戦の挨拶時にお互いで発表し合う。 

⑤ 対戦時審判は、空の審判用紙を本部から受領し、試合後本部に提出する。 

⑥ 参加数により、対戦方法を検討する。 

⑦ シャトルは持ち寄りとする。 

       （４）個人対抗 単・複を行い、Ａブロックはリーグ戦の後勝者がトーナメント戦に出場でき 

          る。Ｂ・Ｃブロックはすべてトーナメント戦で行い、いずれも 3位決定戦は行わない。 

９．参加資格 （１）選手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校に在籍し、埼玉県私立中学高等学校協会に 

          加盟している高等学校の生徒とする。 

       （２）チーム編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の混成は認めない 

       （３）参加校の監督・選手・コーチは健康診査を受けて健康を確認し、更に大会関係期間中の事故 

          及び傷病について、大会主催者は一切の責任を負いかねるので、自己責任として災害・傷害 

          保険等に加入し、学校長の承認を得て参加すること。 

10．参加制限 （１）学校対抗 ①チーム編成は、1校 1チームとし、監督 1名・コーチ 1名・マネージャー 

                1 名・選手 5～7名（同一校選手）とする。 

               ②外国人留学生の出場できる試合は、その出場人数（1名又は 2名）に関わらず、 

1対抗戦において 1試合だけとする。 

       （２）個人対抗 単・複とも監督 1名のみとし、複の選手は同一校選手であること。 

       （３）引率責任者及び監督・マネージャー 

               ①引率責任者は、当該校の教員とする。 

               ②監督・コーチは、学校長の認める指導者とし、それぞれ外部指導者の場合は、 

障害・賠償責任保険（スポーツ安全保険）に必ず加入することを条件とする。 

               ③マネージャーは、当該校の教職員または生徒とする。 

11．申し込み 所定の大会参加申込書に記入・捺印の上、令和５年１１月２８日（火）【必着】まで 

       〒330-8567  埼玉県さいたま市大宮区堀の内町1丁目615  大宮開成中学・高等学校 臼井 智広 宛  

       に申し込むこと。 

       その際には『私学大会 参加申込書在中』と朱書し、極力メールでも送ってください。 

       ＭＡＩＬ  t.usui.kaisei@gmail.com 

       ※【 個人情報の取り扱いについて 】 

        大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的 

        に利用することはありません。 

12．参 加 費 団体戦Ａ・Ｂ…３,０００円 シングルス（１人）１,２００円 ダブルス（１組）２,４００円 

        団体戦Ｃは無料。 

13．表 彰   優勝校に優勝旗・優勝杯（持ち回り）と賞状を、ベスト 4入賞校にトロフィーと賞状を、個人 

        戦ベスト 4入賞者にトロフィーと賞状を授与する。団体戦Ｂにおいてはベスト 4入賞校に賞状を 

        授与する。 

14．組み合せ  埼玉県私立高等学校バドミントン専門委員会の責任において行う。 

15．試合進行等（１）すべてのゲーム中に、一方のサイドのスコアーが１１点になったとき、６０秒を超えない 

          インターバルを認める。各ゲームの間に 120秒を超えないインターバルを認める。また、 

          指示・助言は２人までできる。主審が２０秒とコールしたらコートを離れるものとする。 

       （２）学校対抗 ①試合進行等の遅れなどにより、試合を並行して行う場合もある。 

               ②同一校が連続して試合を行う場合には、前試合が終了後 15分間の間隔を 

                おいてから次試合を始める。 

       （３）個人対抗 同一選手が連続して試合を行う場合には、前試合が終了後 15分間の間隔を 

               おいてから次試合を始める。 

       （４）練習時間 学校対抗戦は各試合前に２分間行い、個人対抗戦は練習なし。 

 



16．連絡事項 （１）競技時の服装は、相手又は観客に不快な感じを与えないようなウエアー、シューズを着用する 

          こと。色付きの着衣を使用する場合及びシューズは、（公財）日本バドミントン協会の審査合 

          格品とする。 

      （２）プレーヤーまたはコーチの着衣上の前面・背面、ロゴ、番号などの表示に関する取り決め 

         については（公財）日本バドミントン協会大会運営規程第 24条に準ずるものとする。 

         ここでいうコーチとは、コーチ、監督、そのほか大会参加者（チームのそのほかのプレー 

         ヤーなど）など、マッチ（試合）中に、コート競技区域内にあるコーチ席に座る可能性の 

         あるものを指す。 

       （３）選手・生徒は、必ず当該校引率責任者（当該校教員）によって引率され、引率責任者は選手・ 

生徒の行動に責任を負うものとする。 

       （４）引率責任者は、毎朝必ず受付（本部席横）をすること。 

          （第 1日目は開会式前に行う） 

       （５）引率責任者・監督・選手は開会式に参加すること。又、2日目以降も諸注意があるので、 

朝から参加すること。 

       （６）団体戦（学校対抗）・個人戦（個人対抗）は、コーチングシートを設ける。 

       （７）マッチ中、選手の水分補給を認めるが、必ず主審の許可を得ること。（クーラーボックスの 

ベンチ持ち込みは禁止）容器は倒れてもこぼれないスクイズボトル、プッシュ・プル・キヤッ 

プボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れること。 

          学校対抗の折り、ベンチでの水分補給を認めるが、床を濡らさないこと。 

       （８）氷嚢はクーラーバックに入れ、ベンチ及びコーチングシート付近に持ち込むことを認める。 

       （９）団体戦は、所定のオーダー用紙を使用し、提出時間を厳守すること。 

          （オーダー用紙は提出時間に両校の代表者が本部席横オーダー交換所で交換する｡） 

       （10）団体戦は時間の都合上 2つ以上のコートで同時に行うこともある。進行状況によってコート 

及び試合時刻が変わることがあるので、場内アナウンスに十分注意をすること。 

       （11）審判は本部よりコート・学校を指定するので、協力してください。 

          審判団（主審 1，線審 2，得点表示 1） 

          主審は審判用紙・シャトルをコートに来た選手から受け取り、選手を確認後、速やかに試合を 

開始する。終了後、勝者サインをもらい、勝者が本部席に審判用紙・シャトルを戻し、 

チェックを受ける。 

顧問の先生は自校コートの試合進行状況を常に把握していてください。 

       （12）体育館のフロアー以外（ロビー・通路・観客席等）では、絶対にシャトルを打たない。 

       （13）体育館の施設・設備に損害を与えたときは、速やかに申し出てください。 

       （14）更衣室・シャワー室に荷物を置かないこと。盗難には各自が気をつけること。 

       （15）個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについては、埼玉県高等学校体育連盟 個人情報保護 

          指針に準じる。 

       （16）新型コロナウイルス感染防止のため手洗いうがい、マスクの着用と毎朝の検温を必ず実施し、 

体調不良が生じた場合顧問教員に報告、顧問は本部に連絡することを義務とする。 

       （17）申し込み後の棄権については、新型コロナウイルス等により学校長の判断による出場辞退の 

          申し入れがあった場合参加費の徴収はしませんが、個人の判断による棄権の場合には参加費 

          を納めていただきますので、十分検討の上参加申込書を提出してください。 

(18) この大会は全国私立高等学校選抜バドミントン大会出場への選考大会とします。 

 

17．問合せ先   

          戸川 力夫  〒３５０－１１７０  埼玉県川越市むさし野２６－５０  

          Ｔel・Ｆax ０４９－２４１－１７６５   携帯電話  ０９０－３０６９－６５６１ 

www.saibad.com/koukou/saitamasigaku/ 


